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Saluton! SESanoj
Zamenhof 祭へのお誘い！

今年のＳＥＳのザメンホフ祭は生誕からきっちり 153年
目に当たります。生誕当日にザメンホフ祭をするのは何
年振りでしょう。今年も lud kartoj（トランプ）
Mozaiko-vorto（クロスワードパズル）Kartaroj（カルタ）
などのゲームや日本大会の反省、思わぬ経験をおしゃべ
りしながらザメンホフを偲ぶのはいかがですか。

日時 １２月１５日（土）午後 1:30~

場所 かでる２・７ １階 110号室

定例読書会は今！
土曜会もビンベーロイ会も今読んでる本を間もなく終え
て新しいテキストにかかります。
◆Rondo-Vinberoj（月２回‥１，３月曜日）
今は C.Doileの"La planoj de Bruce Partington”シャーロ
ックホームズが活躍するおもしろい話も終盤を迎え、次
は"Robinson Crusoe"。おなじみ D.Defoe の作、クルーソ
と一緒にエスペラントも冒険してみませんか。お茶を飲
みながら合間のおしゃべりも楽しいものですよ。
◆Sabato Kunsido（月４回‥土曜日）
土曜会も Julio Baghyの"Sur sanga tero"は残り少なくなり
ました。来年１月の中頃には次の本、有吉佐和子の「華
岡青州の妻」をやります。訳者は小西岳さん。例えばこ
んな風です青州の母は「さあ、兄さんの嫁さんやしてよ
し。良平の嫂さんやしてよし」小西さんの訳は

"Jen, La nova edzino de la frato, Via bofratino"
ホラ！紀州弁よりエスペラントの方がわかりやすいで
しょう。ね！


